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合弁事業の運営に係る最終合意並びに子会社の商号変更に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成22年4月15日付で「合弁事業の運営に係る基本合意に関するお知らせ」を開示後、

ＫＦＥ ＪＡＰＡＮ株式会社（コード番号3061 名証セントレックス市場 以下「ＫＦＥ」とい

います。）と協議を継続してまいりました。この度、ＫＦＥとの間で最終合意に達し、ＫＦＥと

当社の子会社である株式会社がいＳ（株式会社シャルレライテックに商号変更予定。以下「本件

合弁会社」といいます。）との間で、本件合弁会社がＫＦＥのＬＥＤ照明の販売・レンタルに係

る事業（以下「ＬＥＤ事業」といいます。）を譲り受けることを内容とする事業譲渡契約を締結

するとともに、ＫＦＥと当社との間で、本件合弁会社において運営するＬＥＤ事業に係る合弁契

約を締結しましたので、下記のとおり、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．目的及び経緯 

当社は、当社企業グループビジョン「日々の生活に新たな『豊かさの基準』を提案し続ける」

カンパニーへ、を実現するため、商品に優位性があり成長の見込める環境ビジネス市場へ参入

してまいります。 

当社は、環境活動に関心を持ち、環境関連事業を今後成長が期待できる市場のひとつと認識

し、市場性のある新規の環境関連事業への参入を模索しておりました。他方、ＫＦＥはすでに

環境関連事業に参入しＬＥＤ事業に取り組んでおり、早期に当該事業を拡大したいと考え、事

業パートナーを探しておりました。そこで、当社とＫＦＥとの間で利害が一致し、両社におい

て、ＬＥＤ事業を合弁事業として運営していくことになりました。 

  当初は、主としてＬＥＤ蛍光灯を、事業所、大型商業施設、ＦＣ展開を行っているコンビニ

エンスチェーン、地方自治体、学校法人などに販売若しくはレンタルを行う予定です。 

 

 

なお、これまでの経緯は、次のとおりとなります。 

平成22年4月15日   合弁事業の運営に係る基本合意書の調印 

平成22年4月28日   合弁契約及び事業譲渡契約の調印 

 



 ２

 

２．最終合意の主な内容 

  本件合弁会社がＫＦＥの運営するＬＥＤ事業を譲り受けるとともに、ＫＦＥが本件合弁会社

の株式の一部を取得することにより、ＫＦＥ及び当社の合弁事業としてＬＥＤ事業を共同運営

し、もってＫＦＥ及び当社の相互の発展を目指します。 

なお、本件合弁会社は、ＫＦＥよりＬＥＤ事業の運営に必要な資産を譲り受けるとともに、

今後のＬＥＤ事業に従事する従業員については、ＫＦＥとの間の雇用契約が終了する事業譲受

日の翌営業日をもって、本件合弁会社にて雇用する予定であります。 

 

３．今後の予定 

平成22年4月30日（予定）  本件合弁会社によるＬＥＤ事業の譲受け 

              （譲受け内容につきましては別途開示いたします。） 

平成22年4月30日（予定）  本件合弁会社による臨時株主総会開催 

本件合弁会社の商号を「株式会社がいＳ」から「株式会社シャルレ

ライテック」に変更 

  平成22年5月 1日（予定）  本件合弁会社によるＬＥＤ事業の営業開始 

                事業所在地：横浜市港北区新横浜三丁目18番20号 

                      パシフィックマークス新横浜10階 

                      ＫＦＥ ＪＡＰＡＮ株式会社内 

 

４．合弁事業会社の概要 

(1) 商 号     株式会社シャルレライテック（予定） 

              （英名：ＣＨＡＲＬＥ ＬＩＧＨＴＥＣＨ ＣＯ. , ＬＴＤ.） 

(2) 所 在 地     神戸市中央区港島中町七丁目７番１号 

(3) 代 表 者     馬場 博明 

(4) 主な事業内容     ＬＥＤ照明の販売・レンタル事業 

(5) 設 立 年 月 日     平成18年3月31日 

(6) 決 算 期     3月末 

(7) 資 本 金     1億9950万円（予定）※ 

(8) 従 業 員     15名（予定） 

(9) 株主構成及び  

持 株 比 率     シャルレ50.13％、ＫＦＥ49.87％（予定）※ 

 

※株式会社シャルレライテックによるＫＦＥ ＪＡＰＡＮ株式会社を割当先とする第三者割

当増資の内容につきましては別途開示いたします。 

 

５．今後の見通し 

今後の連結業績に与える影響は現段階では算定中ですが、本件合弁会社の事業が進展し、連

結業績に重要な影響が見込まれる場合には別途開示いたします。 

 

以 上  


